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研究成果概要 

 大型低温重力波望遠鏡 KAGRAは、重力波による空間の歪みにより鏡間隔が微小変化

する様子をレーザー干渉計技術により測定するが、この鏡の変異は微小であり、鏡を地

面振動から十分防振するために懸架する必要がある。懸架システムは高防振比を達成す

るため多段振り子になっているが、振り子の特性としてその共振周波数により鏡が大き

く揺れてしまうという問題点がある。そこで本研究では、KAGRA の極低温鏡懸架シス

テムの制御雑音を低減するための研究を展開している。昨年度は、シミュレーション上

で、モーダルダンピングという新しい試みを導入することで、KAGRA の設計感度達成

に足りうるレベルまでダンピング制御雑音を低減できることを示した。また、これを実

験的に実証するための実験準備も並行して KEK で行っている。試験に用いるプロトタ

イプ懸架システムのパーツを一つ一つ確認し、足りない部品を新規製作するなどして、

すべてのパーツを揃え、アセンブリを完了した。コイルマグネットアクチュエータや  

フォトセンサーなどの制御機器も搭載した。KAGRA サイトで実際に使用されている計

算機システムのスタンドアローンシステムも KEKに構築し、2025年度の制御試験の準

備を進めているところである。 
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